
仕 様 書 

 

１ 名称 

愛媛県立宇和高等学校スポーツスタジオ整備事業 

 

２ 目的 

県立学校振興計画によるスポーツ系列の新設に伴い、地域スポーツの活性化に向け

たコーチングを学ぶ場としてスポーツスタジオを整備する。 

 

３ 概要 

予定地 愛媛県立宇和高等学校 敷地内（百桜館横） 

（西予市宇和町卯之町四丁目190-1） 

業務内容 ・スポーツスタジオの新築に係る設計（各種調査・手続き含む） 

・倉庫の解体 

・スポーツスタジオの新築 

建物概要 鉄骨造 平屋 144㎡程度（予定） 

・スタジオスペース（鏡設置） 

・天井バー設置（TRXトレーニング用） 

・トレーニングスペース（はめ殺し窓設置） 

・玄関土間 

・更衣スペース（カーテン仕切り） 

・隣接するトレーニング場に連絡用出入口設置 

・屋外通路 

※詳細は別紙全体配置図及び平面構想図を参照 

履行期間 契約締結日から令和８年３月13日まで 

 

４ 一般事項 

(1) 業務内容は、本仕様書並びに別紙全体配置図及び平面構想図の定めるところによる。 

(2) 既存倉庫の解体にあたり、事前に現地調査を行い、施工に必要となる解体業務内訳書

等を作成し、発注者の承諾を受けること。 

(3) トレーニングスタジオの新築にあたり、事前に現地調査を行い、施工に必要となる意

匠図、構造図、設備図等の設計図及び各種計算書等を作成し、発注者の承諾を受ける

こと。 

(4) 都市計画法、建築基準法、消防法等関係法令及び条例に適合する建物とし、建築基準

法に基づく建築確認申請のほか必要な諸手続きは、関係機関の指導に従い、受託者の

負担で遅滞なく行うこと。 

(5) 工事車両の出入りの際は、安全に細心の注意を払うとともに、工事ヤード及び工事作

業についても、教育活動への影響を最小限とするよう配慮すること。 

(6) 受託者は、発注者と協議の上、工事着手前に什器、設備機器、備品等のリストを発注



者に提出し、承諾を受けること。 

(7) 工事に必要な光熱水費は、受注者の負担とする。 

(8) 工事に際しては関係法令を遵守し、安全対策及び近隣対応には細心の注意を払うこ

と、また、既存工作物等を破壊した場合は、発注者に報告の上、速やかに現状復旧す

ること。 

(9) 建設発生土は場外処分とし、その他の発生材についても、廃棄物の処理及び清掃に関

する法律に基づき適正に処理すること。 

(10) 工事完了後、引き渡しに先立ち工事関係書類等を発注者へ提出し、完了検査を受け

ること。 

(11) 完了検査後、施設及び設備機器の使用等について使用者へ説明を行い、物件を引き

渡すこと。 

(12) 受注者は、本契約の履行にあたり、発注者の指示に従うとともに、本仕様書に定め

のない事項、又は内容に疑義のある場合は、発注者と十分な協議の上、決定するこ

と。 

 

５ 建物仕様 

(1) スポーツスタジオとしての用途に見合った仕様とし、十分な強度を満たすこと。 

 ［主な用途］ 

  ・カーディオトレーニング（トレッドミル、エアロバイク） 

  ・ＴＲＸトレーニング 

  ・ダンス、体操、ストレッチ 外 

(2) 事前に地質調査を行い、調査結果をもとに構造計画を作成すること。なお、基礎は鉄

筋コンクリート布基礎（N=24）以上とし、調査の結果、地盤改良等が必要な場合は別

途協議する。 

(3) スタジオスペースにＴＲＸトレーニング用天井バー(W6000程度)を設置すること。 

(4) スタジオスペースの壁に鏡(W8000程度)を設置すること。 

(5) トレーニングスペースの壁にはめ殺し窓(W5000程度)を設置すること。 

(6) 隣接するトレーニング場に、スポーツスタジオとの連絡用出入口を設置すること。 

(7) 建物への進入経路を舗装すること。また、隣接するトレーニング場までの屋外通路を

整備すること。 

(8) 学校内のキュービクルからの電力の引き込み及び建物内配線を行うこと。 

  ※調査の結果、電気容量が不足する場合は別途協議。 

(9) コンセント設備は、トレーニング機器の配置等を考慮すること。 

(10) 放送設備は、スピーカーの設置並びに既存校舎からの引き込み及び建物内配線を行

うこと。 

(11) 通信設備は、別途整備するため、既存校舎からの引き込みを想定し、空配管を整備

すること。 

(12) 給水設備は不要とする。※雨水排水は設計に反映させること。 

(13) 空調設備は別途整備するため、業者間で十分な打ち合わせを行い、設計に反映させ

ること。 


